
令和６年度　学校評価（まとめ） Ｎｏ．1
那須烏山市立烏山小学校

那須烏山市教育振興ﾋﾞｼﾞｮﾝ　〇那須烏山市の重点　◇本校の今年度の努力点　※本校の具体策

評価【Ａ(5・4)：十分達成できた　Ｂ(3)：概ね達成できた　Ｃ(2･1)：課題がある】　

項 目 重点目標・具体策 キーワード
取組状況

成果（○）・課題（●）
評価 改善策

学校運営協議会委員
（評価者）の意見等

教
育
課
程

○特色のある教育
課程を工夫すると
ともに、ＰＤＣＡサイ
クルを意識し、評
価改善に努める。
◇地域の人とのつ
ながりを広げ、ふ
るさとを学ぶ活動
の推進
※地域の方と協働
し、ふるさとを学ぶ
時間の工夫
※興味関心の幅を
広げる生活科・総
合的な学習の時間
の充実

カリキュラム
マネジメント
ＰＤＣＡサイ
クル
社会に開か
れた教育課
程
教科等横断
的な視点

○地域の方を講師やボ
ランティアとして招いて活
動する等、各学年で地域
とのつながりを感じる活
動を行うことができた。
（生活科、社会科、理
科、総合的な学習の時
間、ふれあい活動等）

○総合的な学習の時間
に「山あげ祭」に関する
単元を作成し、来年度か
ら実施する計画を整え
た。

A
・関係団体や市の
学芸員の協力を
得ることで、充実し
た内容になるよう
に準備を進めてい
く。

・総合的な学習の時
間の取組について
は、地域の発展のた
め、充実した活動に
なるようにしてほしい。

学
校
運
営

組
織
運
営

○校務のバランス
を考えた人材配置
に努める。

服務の厳正
の徹底
適材適所
研修の充実
働き方改革

○定時退勤日を設定す
ることで、時間を意識し
て業務に取り組む意識
が高まった。

●専門性が必要とされる
部活動の指導は、特定
の教員の負担になりがち
である。

A
・外部人材の協力
を得られるよう、引
き続き検討してい
く。

・部活動の指導につ
いては、地域の方に
協力していただけるよ
う、委員からも呼び
かけを行いたい。

環
境
整
備

○校内外の整理
整頓、環境整備に
努める。

※進んで取り組む
係活動の推進

施設利用
安全点検
教室配置

○特別教室や倉庫など、
きちんと整理整頓がされ
ており、使いやすくなって
いる。

○班長を中心に積極的
に清掃に取り組むことが
できる児童が多い。

●図画工作科等で使用
した後など、乱雑になっ
ている学習室がある。安
全面も考慮し、整理整頓
に心がける必要がある。

B ・各学年の学習室
は、少人数指導の
際の教室としても
使用するので、学
年で随時整理整
頓を行う。

・児童が安全に活
動できるよう、引き続
き整理整頓や環境
整備に努めてほし
い。
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那須烏山市教育振興ﾋﾞｼﾞｮﾝ　〇那須烏山市の重点　◇本校の今年度の努力点　※本校の具体策

評価【Ａ(5・4)：十分達成できた　Ｂ(3)：概ね達成できた　Ｃ(2･1)：課題がある】　

項 目 重点目標・具体策 キーワード
取組状況

成果（○）・課題（●）
評価 改善策

学校運営協議会委員
（評価者）の意見等

学
校
運
営

地
域
連
携

○地域連携教員を
要として、地域とと
もにある学校づくり
に努める。
◇地域の人とのつ
ながりを広げ、ふ
るさとを学ぶ活動
の推進
※ABC/R運動の推
進
※地域とともに見守
る登下校時の交通
安全指導の徹底
※コミュニティ ・ス
クールにおける地域
との連携の充実
※地域の方と協働
し、ふるさとを学ぶ時
間の工夫

地域ととも
にある学校
コミュニティ・
スクール
地域コー
ディネーター

○地域の方と連携した活
動を行うことで、つながり
を深めることができた。

○学校運営協議会に代
表児童が参加すること
で、地域の方とのつなが
りや有用感を感じること
ができた。

●登校の見守りはたくさ
んの方がしてくださって
いるが、下校時の見守り
は協力をいただくことが
難しい。

A

・地域連携教員が
コーディネーターと
連携し、学習効果
と教員の負担軽減
の視点から、外部
人材の活用を推
進していく。

・下校時の見守り
への協力を引き続
き呼びかけてい
く。（地区懇談会
等）

・「こども１１０番」の
家の方に、下校時
刻に合わせて外で
見守っていただくよう
にお願いしてはどう
か。

学
習
指
導
・
各
教
科
等

○学ぶ意欲を引き
出し、主体的に学
ぶ児童生徒の育
成に努める。
◇表現力（コミュニ
ケーション力）を高
めるための授業改
善の推進
◇学ぶ意欲を持ち
続ける児童の育成
※「話す」「書く」活
動の充実を目指し
た授業の推進
※個に応じた表現
をする機会の確保
※自主的な学習を
促す自学自習の推
進

主体的・対
話的・深い
学び

○学習指導主任を中心
に、児童の表現力を高め
るための指導法などを模
索することができた。

○学力向上推進プラン
に基づき、児童同士の交
流の時間をもつこと意識
して授業を行うようにし
た。だれとでも意見を交
換したり、教え合ったりす
る様子が見られるように
なった。

●自主学習への取組
は、個人差が見られる。

A

・来年度も学校課
題に合わせて、研
修のもち方を工夫
して取り組む。

・自主学習の取組
例を紹介するとと
もに、宿題の量と
出し方を検討す
る。

・授業参観では、児
童同士がディスカッ
ションする場面が見
られ、素晴らしいと
思った。

情
報
教
育

○一人一台の情
報端末の有効活
用に努める。
◇表現力（コミュニ
ケーション力）を高
めるための授業改
善の推進
◇学ぶ意欲を持ち
続ける児童の育成
※個に応じた表現
をする機会の確保
※自主的な学習を
促す自学自習の推
進

プログラミン
グ教育
情報活用能
力
教員のICT
活用指導力
の向上

○「まなびPC」を、調べ
学習や学習のまとめに
効果的に活用することが
できた。

●「スマイルドリル」や「コ
グトレ」の活用に学級差・
個人差がみられた。

B

・「まなびPC」の活
用法や、「スマイ
ルドリル」等の活
用について、学年
で共通理解を図っ
て進める。

・「まなびPC」を使っ
て調べたりまとめたこ
とを発表したりするな
ど、児童のスキルが
向上していると感じて
いる。引き続き活用を
図ってほしい。

知
の
教
育
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那須烏山市教育振興ﾋﾞｼﾞｮﾝ　〇那須烏山市の重点　◇本校の今年度の努力点　※本校の具体策

評価【Ａ(5・4)：十分達成できた　Ｂ(3)：概ね達成できた　Ｃ(2･1)：課題がある】　

項 目 重点目標・具体策 キーワード
取組状況

成果（○）・課題（●）
評価 改善策

学校運営協議会委員
（評価者）の意見等

知
の
教
育

国
際
教
育

○英語に触れ、世
界を学ぶことで、
豊かなコミュニケー
ション能力の育成
に努める。
◇表現力（コミュニ
ケーション力）を高
めるための授業改
善の推進
※個に応じた表現
をする機会の確保

ＳＤＧ’ｓ
異文化理解
英語コミュニ
ケーション

○英語専科教員とALT
による授業を楽しみに
し、児童が英語で積極的
に会話をしようとしてい
る。

○低学年から英語に触
れている子ことで、苦手
意識がなく取り組める児
童が多い。

●英語に苦手意識があ
るなど、個別の支援を必
要とする児童もいる。

B
・英語の活動が充
実するよう、学級
担任が必要に応じ
て児童の実態を英
語専科教員に伝
えるなど支援す
る。

・英語が話せる外国
籍児童と英語で交
流する活動を行うと
よいのではないか。

児
童
・
生
徒
指
導

○自己指導能力
の育成を図り、課
題を解決できる児
童生徒の育成に努
める。
◇互いを尊重し合い
居がいのある楽しい
仲間づくり
◇将来を考え、夢に
向かって努力する態
度を育成するキャリ
ア教育の推進
※遊びを通し、心を
磨き合う仲間づくり
※仲間とのつながり
を大切にした学年・
学級経営の充実
※目標をもって生活
し、自己肯定感を高
める指導の充実

いじめ
不登校
自己指導能
力
キャリア教
育

○問題が起こった時に、
担任だけで抱え込むこと
なく、児童指導主任を中
心に組織的な対応をす
ることができた。

○遊びを通して、友達と
仲よく過ごせる児童が多
かった。

○総合的な学習の時間
を柱として、児童が将来
の夢や目標について考
えることができる取り組
みや声かけを行ってき
た。

●「よい子の約束」（児童
用生活のきまり）の内容
を検討する必要がある。

A

・児童の意見を代
表委員会で話合
い、それを参考に
見直しを行う。

・生活のきまりについ
て、児童から自発的
に意見が出たことは
素晴らしい。保護者
の理解・協力が得ら
れるように対応してほ
しい。

特
別
支
援
教
育

○共生社会に向
け、自分の意見を
もち、他者の意見
を認め合う雰囲気
づくりに努める。
◇インクルーシブ
教育の実現に努め
る特別支援教育の
充実
※多様な他者への
理解を深める交流
活動の推進

インクルー
シブ
ユニバーサ
ルデザイン
合理的配慮
自立活動

○支援学級と通常学級
の担任同士で情報交換
をし、児童が安心して交
流学習に参加できるよう
配慮している。

○日本語が分からない
外国籍児童やけがで不
自由をしている児童に対
し、進んで親切に接する
姿が見られた。

A

・だれに対しても
差別的な言動が
ないよう、人権教
育の視点からも指
導を継続する。
（学級活動、週目
標等）

・登下校でも、高学
年の児童が低学年
の児童を優しく面倒
を見ながら歩く姿が
見られる。だれに対
しても思いやりをもっ
て接することができる
ように指導を続けて
ほしい。

心
の
教
育
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評価【Ａ(5・4)：十分達成できた　Ｂ(3)：概ね達成できた　Ｃ(2･1)：課題がある】　

項 目 重点目標・具体策 キーワード
取組状況

成果（○）・課題（●）
評価 改善策

学校運営協議会委員
（評価者）の意見等

健
康
教
育

○自分の健康を管
理し、健やかに生
活する児童生徒の
育成に努める。
◇健康・運動への
意欲を高める保健
体育活動の推進
※健康の保持を目
指し、運動・体育科
への意欲を高める
指導の工夫
※「豊かなスポー
ツライフ」を念頭に
置いた授業の工夫

保健教育
保健管理

○視力低下の予防につ
いて、保健委員会で紹介
したことで、意識するきっ
かけとなった。

○あたごタイムや昼休み
など、積極的に外で遊ん
でいる児童が多い。

○「持久走週間」や「なわ
とび週間」の時は、頑張
りカードにより、児童がめ
あてをもって意欲的に活
動に取り組めた。

●一部、外遊びをせずに
室内で過ごす児童も見ら
れる。

A

・クラス遊びや縦
割り班活動を行
い、児童が外遊び
をする機会を増や
す。

・休み時間に一人で
読書をするのを好む
児童もいるが、クラス
遊び等の際には友
達と一緒に活動する
楽しさが感じられると
よい。

命
の
教
育

安
全
教
育

○危機意識を高
め、安全な生活に
ついて判断・実践
できる児童生徒の
育成に努める。
◇危機意識の高
揚と危機回避行動
の育成
※危険予測・危機
回避行動を学び、
自ら考え、判断行
動できる児童の育
成
※地域とともに見
守る登下校時の交
通安全指導の徹
底

学校安全の
徹底･充実
危機管理
生活・交通・
災害安全

○今年度は、隔年実施
の「引き渡し訓練」を実
施し、災害や事件発生時
の保護者への引き渡し
方法を具体的に確認す
ることができた。

●廊下の歩行や教室内
での過ごし方について課
題がある。

●登下校中に児童同士
のトラブルが起こりがち
である。

B

・室内での遊び方
や廊下の歩行に
ついて指導する。

・登校班会議で指
導するとともに、
教員による同行指
導や巡視を行う。

・特に下校時は、交
通事故や不審者等
の心配がある。安全
のための見守りをお
願いしたい。

食
に
関
す
る
指
導

○食への関心を高
め、健康維持に励
む児童生徒の育成
に努める。

給食管理
アレルギー

○栄養教諭による「食に
関する指導」を各学年で
実施し、食に関する関心
が高まった。

○食物アレルギーをもつ
児童については、保護者
と面談を実施し、確実に
対応できた。

●給食に関する約束に
ついては、学級裁量と
なっている部分がある。

A
・給食指導の統一
を図る。（グループ
会食の実施等）
・来年度は、親子
給食を実施する。

・親子給食で、子ど
もの給食時の様子
が分かるのは、ありが
たい。
・食事の時の姿勢や
箸の持ち方等のマ
ナーも指導してほし
い。


